
）勤詞

く英語語法マスタ—①>勤言司の語法①
回他歓言知廊喜えやすい鑓勤詞
・自動詞：後ろの名詞［目的語］を置-<とき貴濯布Iが（
（例） X 叩ogize me• 0 apologize to me 池道謬

頻出の他軟詞ヒ間意之やすい自動詞
す前衝詞ど巳卜で！

11 r Aについて話す」 •( 
2「Aに着<..&→ ( )/( 
~rAについて言及するJ •( 
~'"A 頃所／人）を訪れる「→（
宮Aに住も‘」 •( 
⑥ ,.A に反対する.... •( 
VrAの中に入歪 •( 
舒Aに答える」 •( 
舒Aを出発す歪 • ( 
餅A(J Bのことで誇豆 •( 
窟Aに 8のことで不満を言う：→（
~'"Ac 8について口論す歪 •( 
奇『Aを卒業す歪 •( 

rAなしですま丸 • ( 
到Aと焼争す歪
りrAと D論する」
~"Aと Bにおいて異な~... 
IDrAを処理する-'
筍rAを認める」
rAに同意す歪

•X·①～⑨は他勤詞の言ぃ換えもおさたる！
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麟①comp(ainのほ力‘に、『哨函（言麟）なとは、前衝祠を省いて（ ）を
続けることができる。呵yはI\,と苔えるm意では他敷詞で（ ）をとる。
He complained that'she h直 beennde tohim. 

破は彼女が失礼な態度起たとこぽした.J
鉦逃） looト（饂）， S血（見つ虚旭麟自軟言可として使立 look-／呻四 A
in--the 如ce (A(/)顔をし‘｀っと見つめる）と＼＼ぅ器語的な形では（ ）として使く。



回鵠詞と間意がやすい他動詞
•他殷詞：後ろに鑓詞［目的語］を置くとき、前釈同が（ ）勤詞
X d.如ss aboは砂tics→OdiscuS 凶池S r政治につい合角し箋

膊出雌曾嗣と暦弔喜えやす＼ 9他愈舟司
®rAと結婚す歪→（ )=( ) 
忍Aと結循してし改→（ ) 
ぶAに似てい歪→（ )= ( )/( 
~"'Aに蛇づ<... •( ) 
®rAより長生きする「→( )/ｮ""' ~•( ) 
®rAについてq区→( )/®,.Aに話をする..→（ ) 
⑧rAを待っ.J→( )/ ®'"Aと逢絡をと否」→（ ) 
呵Aに影零を与える「→（ )=( ) 
::: () 

此に参加する「→ ( )= ( )/( ) 
紅［吐峠立→（ ) 

回紛らわしぃ自勤年鴫詞
ｮ{ltttend ()  A:r 
attend()  A: 『

叫he(|ie-(ay-lain): r『
lfe (lie-(ieol-[iecl): 
ｮ rise （ n知se` - m〇ウ蕊ズ、— nリ函ズン ): I"' 

ｮ sit= ( ): r 
」

®arise （話羞品姿砧函）r
( enter ( ) A: r 

) A:"' 
) A: r 

} A : r 
)nsult( ) A:,. 
hoor( ) A: r-
hear ( )A: r 

• l attend A : 
r 

• 
」 I=()  

レイド

舟ing |fyA ((ay-lald-(aId) 
J ... 

一‘
. A r mlse : .J 

( ) : r 
」

""' 
品ウズ＇ A r 
use : .. 

ーム
enter A: r 

一‘
• 紐rch A: r 」

J wri捻 A: r ... 
I的心 A : r 」 .J 

J consult A: r • 
」 h的r A: r 

一」



く英語語法マスター®>倉奢恥語法®
□動氾詞のみを目的語にとる動詞

バのイメージ‘麟詞ct Ving.如で、 r
F r 

• →や

enjoyタイブ→ r萄緊屯てる・忍臼系

寇・癖•過芸
とれにも使稔

r 、----

Jを表す。

ｩ( )/@( )/ｮ( )""をや混／＠（ ） rを弔新す歪
叙 ）rを姐和~""/⑥( ) rを逃れるJ/®( )rを練習掠
ｮ( )[= ]r麟期す歪／⑨（ )rをしそこなう.J
訳 ） rを誤め歪／＠（ ） rを否定する：を誤めない」
He admitted commi丑ing4~e 髭t, r翫窃盗をしたことを認め亙
→ admit l討m(/)行為」を言をめ郡ので、噂をとる

rヵ‘と燐考える」
imag(neタイプゴ疇ふて忍行為を思い浮ヵ‘べ否系

~( ),.を想像租／®（ )[= 
叙 ）『を気にする・朦が歪
Do you mindopenin品柏e window? t窓を胴け声のは嫌です力‘J
→唸疇疇ところ瓦像して練認‘と思疇 →r窓を胴けで茄雄叫
※、 W叫[Do] 炉u mind ¥fr'ng? r ..J 

一SU碇estタイプ→薗尤ぽ実麿祖動を促す系
ID( ) rしようと提案するJ⑯( )rするよう栢める」
7')( )'"するよう助言するぷ磁vise© ゎ V
He advis函 cons!,,{lti nQ h i's 記社er. 「彼は先生に相談するよう助言し箆

回不芍船担酷語にと戎嘩I
加不定詞す宦体のない概念ゃ希望·願望意図認を表す．→r 直勺
徊eタイフo-+ rこれガら向ヵ‘う庶

(( ) rを望も‘爪／®（ )で望虹／⑥（ )rした心／＠（ ) 
到 ） rを決めるJ I⑥( )rを決I~する-' rて合慰至
り（ ） rと申し出歪／®（ )と約束するJ/®( )rを予胆現
m( )[ I r.すず志J箆／＠（ ） rを拒絶豆べ唸忠

manage タイブ→『ゴー1L係
図（ ） rとうにガV豆／＠（ ） rVでき忍よう 1疇／⑭（ )·vしな＼＼
5 ( )rvする余裕があ歪／⑯（ )沿、［」をする..l



回不定言知動鑓貶意昧鵡tぅ動詞
女⑮＋to V は r 直辰⑮＋ V,;噂は 頂勺が原則l

① { 如炉ゎ V
r r 

J ←これ力ら翠べきこと声窓れる

forget V1h8 
r 」ご前にや素：こと.Jき忘れる

ｮ { remember to V r .J = ( ) 
四ember Ving. r • 

叫吋ret tn V 
r 

」← rこれガら匹ばならな＼りのが残念
r 

吋雨 Ving ..L 

畔try to V 
r 』←実厨Vでき否とは謎瞬ぃ

try V,ng 
r 

ょ←実階に Vする

r r 
Erその先ゅ話戸緯＜©~on in V r 

、go on Vi'ng ;_r実幣Iこ Vして滋のを続ける

叶 stopゎ V
r 

.J←このstop lぶ誌蒻恥意味遁
r 

stop Vin@ .J,← rやってし＼る最屯の籾）を＼＼ったん呻冠5

叫cease to be C r .J←に動詞ゃ状態勤言司の場合印oV

C的se Vi屯 r パ← ( ）も可

回枷る言司が受動の意昧を表す動詞

叫s ( ) Ving 
r 

.J 

s ( ) Ving r • 」

= S ( ) 

② { s ( ) ) VVini屯g r • r 
... 

s ( • 

女 Vi屯い ）が Sにな兵涸！→ V,i噌の後ろ 1訳0繹l念！

My shoes 函d[want] m叫ng＾ 恥靴を修繕する必要が総J

゜在e boo~ is worth [ desenes] 疇ng今 r疇を読む1碑疇.J
（は）



＜英語語法マスター⑨＞勁詞の語法®
回使伎勤言恥語法l⇔ターン (ma.keｷ ho.ve • letｷ he(p) 

ma足 OCの Cの 3/\°-9—ン
⑮ F彼は

① make 0 ( ). r .J He made her 叩ry.飯碑羹
'.21 mo.ke O ( ) : r .J（英文法超麟＠）
=C / / )  o ()  

会妾勤態では（ ）にな~!
0 He was ma~e to pay h(s debi:s. r彼は借金を返させ吋氣
X He wo.s m叫e 阿y· h1~ 紬ebts.

== He was forced/ c:ompelr函／oblrg叫おpay his de犀．
( ) : r ~→次の3つを覚店．I゜』

て
（
（

g• ヽ
＼,

3』
r
 r
 

1• ヽ
｀
＇
ノ.. ) 

r
 

•
ム
―

ヽ
｀
＇
‘
，

J
 

」

一ha.ve O Cの Cの 31＼勾—ン
ｮ have 0 ():  r 
=(/)0(  
@ ha'le o ()  r 

= ()  0 ()  

3) 血ve O ()ｷ. i-

」←船房的なイメージ
）蕊 r 疇

r 
.& • 

匂

·』

let Q C の 3l汐—ン
Iｩ let O ()  : r 
= C / )  o ( 
!l) I et O ( )  : r-
r)let O ():  r 

.J←,.本人の望組通りに』
)←受勤能でよく使げ啜

.J 

.J Let me in.~中IC"'.入れてJ

<helpの 2l笠汐
( help O ():r  
3 固p A ()B  : r 
He heloed me WI廿I the ~ 

..J 

.J 
・「彼は私の仕事を手伝よてくれ瓦



回知覚軌詞の語法l\O-9ーン

゜h的rタイフ

t)hear 0 {{ }] : 

他にも

( )←踪•船ゑ／（ ） r見歪／（
( ）澗<..l/( ) r気がっ<... 

ご←ー押始終
よ←ぞの藤胴の丑

..I 

) I"'見守るJ( )r感し百

2)峰態にすると（ ）を必要とする．I Vingはそのまま．l
I heard tfie be [ I ring．→布e bell WC¥S heard 1o ri吋ベルカ泊鳥る成

朋埠

."thlょ受勤態にしない l
3)上記”(f)うち． O+ Vp.p．をとることがで諏のは( ).I 

find夕げ
1) find/ c曲:;h o C)  : 
l cau的t廿e boy函|in& fruit. r禾ムは如婢が果物を盗も＇ところ茜冥

'..2J fin~ 0 ( )・・ 」←血功 Iさこの形Iさない

I 加ncl my pl,,{rse g9ne. 私はさいふが無くなってほ5のに酌ぃ良

回如底原国を使う鯰詞←叙法超基礎恥
提案要求·依顆砕． r人に何ヵ‘をさせたい」という意昧を持っ勤菩恥後ろの
加t節では、（ ）を用い否．f (shol,(/cl + Vを使うこともあ'@)

曲at窟遺形を使うV
1)( )r要訂気／®（ )r季訂翠／®（ ) 

( ） r要求する..J/®( )渡案するJ 溶歓函..J
~ ( ) r-提案す歪 如釦⑥Iさ頑出．(.DRIPS’ど歎~!
7) ( ) r頼虹／®（ )r命令す歪

刊ey su絆ested(to him)that he see a doctor. 
破らは彼に医者に行くよう勧めたJ

炉人に何ヵ‘記させ歪の意昧がないときは、原形を使わない．／

Her remo.戌s s啜念忌」出at she 叩s angry. 
r彼女の口課ヵら捻と頭にきて＼＼忍虻）品瓦



＜英語語法マスター④＞動詞の語法④
回svo ゎ V 夕石°の勤詞ー覧
-切.VU in V 迫の1窯町仕‘男ぼ呵―

(( )roにVす忍よう忠告する「→直後に初 V1む＜！（ ）な~o
女（ ）や（ ）釦とることもできる。

(( ) roがVす却のを許丸→ ( ）は続かないl （受身®)
六奪める-'の意昧忌：、（ ）と（ ）をとる。

ｮ( ),..0に Vするよう頼も‘→→( ）で表すことはできない！

@( )roがVする原因とな歪（受身⑨）

ｮ( ) rOlc Vするよう命じ歪→（ ）は X!

(( )roに Vす恣ことを強いる「→ ( ）は続砕‘い！（疇）

(( ) roに Vするよう追いやる・、駐り立て歪

ｮ( )roがVす却のを直lこす歪←無生物主語の椴丸遠く使われる！

ｮ( ) roが Vするよう励ます・勧める」

@( )roが Vすると聟捻・期待す乱＝（ ) 
•X•( ) r Vするつもりであ歪

(( )roに Vす奇ことを強い歪→（ ）は続かない．I （受身®)

•( )roに Vするよう勧める.J •*( ) r-①をAl~招待翁

(( ) r0にVす都のを任せ歪←（ )roを®に任せ歪

@( )rOにVするようにし向ける→ •X•( )rAへ通じ‘歪

(( ) roに Vしてもらいたい-'← ( ) r- v したい..1

= ( )/( )/ ( ) 

(( ) r 
-'= ( ) 

ｷX.ｷ ( )「Aを 8に注女する」← to 1記政！

ｮ( ) r-0がVす否のを許す.J→（ ）は続ガない．l （受身@)



圧lつづき
r-
( ) roを説得して Vさせ歪＝（ ) 

→面得吐乱の意昧では（ ）をとる。← r01こ辺蜘尋吐歪

釈 ) 0に Vすると約束するJ← Oは意昧上の主語ではない！
He promis函 me to (X)mer-at ni'ne. r彼は私（呼蒔に総と約束し亙
→ rOJme”(/)は 0であずrne.Jではなく詞Heょ l

) roにVすることを思い出さ伝5止←原因•動機と蕊窃淀s,~~
I ) r-Aに B[sV]を思い出させ気

）も可！←胴疏！) r0に Vするビ要求す気—•01cは（

) roに Vす否よう言う」

)roがV捻よう強く促文→ ( )•( 
パの意昧では血t蹄をとる！←原形V系

粉( ) ro1~ Vす忍よう警告す~.J--+(
~Aに瞑警告す歪→（
L-

回SVO in Vの形をとれない忠意すべき動詞
(( )噌恥歪→( )/( )/( 

(( )滸丸→（ )/( 

ｮ ( } r-許丸→（

ｮ( 「畔す歪→（
ｮ( ) ~提案する「→（
ｮ( ) r提案す歪→（

)1ま不可！

戸

｀
｀
＇
ノ

)rAを Bのことで許す」

) rAを Bのことで許す→

)/ (rAをB(こ
)I( ) 讀璃
) / () 

®忍） 1さ入を目的語としておくことができない。→ ( ）にする［
ｮ( )澄珂餞→( / )← o心 I~叙l

ｮ( ) r-希望する「→( )/( )/( ) 

r翫Vす否のを望む.J rSがv,~りますように~ rA左鞘倒冤

ｮ( )歴し気→( )r®に Vすることを禁し‘気



＜葵語語法マスタ—®>會嗣の語法⑤
[Isvcの形を滋動詞←要文法超基礎＠

戸7巧／）夏□
巴iまで汀；＿ _ )/ I I 疇 l
叙辺であることがわか恣J
(/) （ゎ be)+® • @ 

① FJ'\,になるJ

C >+ｮｷ@/(I I)+ｮ  
( ）＋翁←肯定的な意昧年．I OO応~廿uer実現する..J
( / / ）＋⑲←甜函這昧配胆血lr（食べ物が）腐歪

知覚勤詞
（）怠／（
()+(/( 
()+@/( 
()+(/( 
()+(/( 

(( 

)+@ r-I'\..に見える」
）必 r1'\.,.に蘭こえる・思われ歪

)+@ r ～の感し‘がす歪
)+ｮ r-"\,の昧がする..1
)+@ rんのにおいがす歪

)+~•② r叫弐を認J

回滋松きdoの用法
絹婦司叫o
( ）の形で· r • ..l(J)意味を表す
麟place wi 11 do おr playfng如綱． rこの場所雌瞬‘吝翁のに投茫‘

二重目的語をとるゐ
(( ) ""Aの忌如な苓＝（
ｮ( ) rAの客にな歪＝（
(( ),.. A(/)頼叶を聞き入れ歪
@( )'"Alこ褥客を与え歪＝（

益
4

J
)

利
害
r

r

 

o
d
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•• ヽ
ー
‘
＼
ノ



国重知svoo翫勤詞←紅法超勘慈⑪

ｮ( ) 0102 r 」 ho型） • O to Vがほとんと‘

ｮ( ) 01 O.:i r .j (0102の入れ換え不可）

ｮ( )0心ュ r -'(to型）

@( ) 010.2 r 
r 
., .J 

( ) : r 
」

ｮ( ) 010.2 
r 

~ (to型）

(( ) 010!2'" ...(010.2の入れ挽え不可）

ｮ( ) 010.2『 .J（わ•和r両方可）← O to Vが蕊必

ｮ( ) 010!2『 '"'(for型）／r 点直

ｮ( )0fo2 『 ..J ¥ to型）

)0,o] 

..A (to．品r両方可）← borrow1a:
@( ..J(to型） svo頌！

j=  ( ) 

ｮ( )0102 r 』（和r型）
~ save O r r 

.J 」

r 
」（おr型）(( )0f&r  
.J 

ｮ( )0の2 r 氏r磁切場合Iさ cost
• ( ) ・・ r 

」

ｮ( ) 0102 r 」（加型）

ｮ( ) 01 0.2 r 」



回意外な意昧を表す自動詞
( ()r Jr J=()  
Thestortn |ast叫for too 由芦• r嵐は2日胴続い亙

ｮ()r  4 r 」

kindness sotnetl、mes does not pay. r醇戸時に害19士和ないことが錢

(() r.,r .J 

Her le盃r 田ads I底 Cl poem. 彼如汚編藷寺のように読硫

ｮ(),.-'r -' 
恥 dress sho叫 sel( for 鱈． rこの股は (50ドルで知るはず箆

回訟知疇碑法
say(1)用法

叫惰
®S［直•輯釘 say血t¢松： r 

r
 

r
-

←
グ

ヽ
｀
＇
ノ

』

」

te（（の用法
ｮ( ) ・・ 『

」

(( ) ：『
」

ｮ( ):r 
.J 

ｮ ( ) : r 」← 0が1つだけのときは
= ( ) 基本｀区別する＂

鉛（ ) r 
,j / ( 

）『
.J J例外

I(( ) r 
」

加lk-(/)用法
|ｮ( ) :,. Jｮ( ) 
奇（ ）・． r r 

」 ...l 

生）（ ):r 4③④lさ＠

speakの用法＞（←誌吾を0にとるとき(/)#⑲
1) ( ) : r- ..l/@( ）：『

」
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